（独立行政法人教員研修センター委嘱事業）

教員研修モデルカリキュラム開発プログラム

報　告　書

	プログラム名
	幼・小・中学校における睡眠教育研修モデルカリキュラムの開発

	プログラムの
特　徴
	・保育園・幼稚園、小学校、中学校における教育課題の解決の糸口を生活習慣の改善を基軸とした睡眠教育に求め、その研修モデルカリキュラムを開発する。

・幼小のつながりを視点とした高島モデルと、中学校区内で小中のつながりを視点とした石山モデルおよび北大路モデルの３つのモデル（２園、４小学校、２中学校）による幼・小・中学校の体系的な研修カリキュラムの開発を行う。

・子どもたちの睡眠の実態と課題をふまえ、指導者が睡眠の科学的知見に基づいた教育内容を習得する研修を実施する。

・保・幼稚園、小学校低・中・高学年ならびに中学生を対象とした系統的な睡眠教育教材およびプログラム(指導案)を開発する。

・開発したプログラムならびに資料に基づいた授業（保育）を行い、効果の検証を行う。

・発展事業（２年次）として、実践モデル校を中心に開発したプログラムや教材・資料、実践ビデオ（DVD）を市内の学校園に配備し、睡眠教育実践の拡大化を図る。



平成２３年３月

滋　賀　大　学　　　大津市教育委員会　　高島市教育委員会

プログラムの全体概要
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Ⅰ　開発の目的・方法・組織

１．開発の目的
　睡眠不足あるいは生活リズムの乱れは、集中力、記憶力、学習能力に関わるとともに、感情のコントロール機能に障害をきたすといわれている。また、不眠症などの睡眠障害が不登校や引きこもりの要因として認識されるようになり、児童・生徒の健康増進のためには睡眠の質・量の確保や生活リズムの適正化が重要な課題となっている。しかし、学校教育においては睡眠に関する科学的知識はほとんど扱われていない。
このような背景から、申請者は滋賀県下の小・中学校教員を対象に、睡眠教育の現状と課題を把握するための調査を実施した。その結果、睡眠教育の実施状況は、教科では小学校が68％、中学校が65％と、ほぼ同じ実施率であった。学級活動では小学校が72％、中学校が37％と、中学校の実施率の低さが目立った。また、指導に用いた教材研究の資料については、小学校学級担任と中学校保健体育科教員ともに教科書が30％強で最も高く、次いで｢特になし｣がともに25％程度であった。睡眠の指導がほとんど教員の経験則において実施されている実態がうかがえた。さらに、睡眠の指導に関する研修状況について調査したところ、小学校学級担任および中学校保健体育科教員ではともに１％に満たない参加率であったが、養護教諭については小・中学校ともに40％程度であった。
申請者はここ数年間、県や市町教育委員会の依頼を受けて夏季選択研修や保健主事研修会などで睡眠（睡眠教育）の研修を実施してきている。また、学校からは学校保健委員会の講師として招聘される機会が多くなってきた。しかし、研修の現状は、睡眠の科学的知見について大学教員が講義しその内容を現場教員が理解に努めるという形式が大半であった。
　そこで本事業では、２市の教育委員会と連携して睡眠の科学的な知見を研修するとともに、幼稚園、小学校、中学校の発達段階に即した睡眠教育プログラムと教材を開発し、睡眠教育実践に役立つ資料の提示とその研修カリキュラムを構築することを目的とした。
さらに、２年次では１年次の実践モデル校を中心に開発したプログラムや教材・資料、実践ビデオ（DVD）を市内の学校園に配備し、睡眠教育実践の拡大化を図る予定である。
２．開発の方法
(1)研修対象
教　員：幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭

実践校：高島モデル（保育園・幼稚園・小学校教育）
高島市立大師山さくら園、高島市立静里なのはな園

　　　　　高島市立新旭北小学校、高島市立新旭南小学校
大津モデル（小学校・中学校教育）
大津市立富士見小学校、大津市立石山小学校
大津市立北大路中学校、大津市立石山中学校
(2)実施業務
1)研修の実施および連絡調整に関する業務
①研修の実施内容（実施時期、対象人数、会場、日程、内容等）

開発学校連携協議会

実施時期：４月、５月、９月、11月、１月
対　　象：校園長、教頭・副園長、研究主任、生徒指導主任・保育主任、

養護教諭、開発委員、PTA代表など

会　　場：高島地区（高島市内の会場）、大津地区（大津市内の会場）の二会場

内　　容：子どもの睡眠の実態と課題の把握、学校園における睡眠教育の構想、
事業総括など
　　　　モデル（校区）別研修会

実施時期：７月、８月、10月

対　　象：モデル校教員および保護者（約500名）

会　　場：高島地区（高島市内の会場）、大津地区（大津市内の会場）の二会場

内　　容：健やかな体をつくる睡眠の科学の講演会（講師：大学教授）

睡眠学習開発プログラムの研修（講師：大学教授）

睡眠教育実践の研修（講師：大学教授、公立教員）

　　　開発委員会および発達段階別委員会（必要に応じて）

実施時期：６月、８月、10月、11月

対　　象：各開発校の教員

会　　場：開発校

内　　容：授業構想･プログラム作成、教材・教具作成、授業・保育実践と評価、プログラム改善

　　　開発学校連携全体協議会

実施時期：２月に１回程度
対　　象：各開発校の校長、研究主任、開発担当者

会　　場：大津市内の会場

内　　容：睡眠教育モデル実践の拡大に向けた事業総括、事業成果の公表

　　

②教育委員会等との連絡調整等（会議等の名称、実施回数、内容等）に関わる業務
　　　連絡調整会議（大津市および高島市の各教育委員会との打ち合わせ）
実施時期：４月、５月、９月、11月、２月

内　　容：事業計画の確認、研修内容の確認、研修評価内容の確認、研修評価の実施、モデル研修カリキュラム開発の評価など
　　
2)調査および教具作成に関する業務
①各モデル実践校における園児、児童、生徒の睡眠の実態調査（開発委員）

②実態調査の分析と整理（開発委員および学生作業補助）

③授業実践評価の分析（開発委員および学生作業補助）
　④教材作成にかかる業者との交渉（大学、教育委員会）
　⑤経費執行・事務手続き（大学企画係、会計係）
(2)研修カリキュラムの評価・改善 
1)連携協議会の評価：組織、日程、実施回数、協議内容

2)開発学校の評価：開発したプログラムと授業実践、研修の時期、回数、内容

3)モデル実践の評価：教育内容の系統性、指導方法、成果と課題
4)研修カリキュラム全体の評価：研修内容、日程、成果と課題
３．開発組織
(1)これまでの連携状況 
　2007年７月末に大津市教育委員会の依頼を受け、「学校教育における睡眠教育の重要性」というテーマで夏季研修会の講師を大学が担当した。さらに、2009年12月には大津市教育委員会が主催する小・中学校の保健主事研修会の講師を担当した。これらの講演は主に睡眠の役割やはたらきなどの睡眠の科学的知見を教員や保護者に説明し睡眠の重要性を理解してもらう内容と、教員を対象にした睡眠教育プログラムの開発過程とその実践化に関する内容との２つに大別される。とりわけ、後者の研究においては、小・中学校教員と研究プロジェクトを立ち上げ、授業研究を軸とした連携を進めてきている。

高島市教育委員会においては、これまで児童・生徒の睡眠の実態調査や、小学校における睡眠教育の現状と課題の調査において連携してきている。また、食育の授業研究においては学級担任と栄養教諭とのティームティーチングのあり方を検討しており、健康教育の充実に向けた授業改善に取り組んできている。
昨今の子どもの学力問題、体力低下問題の解決に向けて生活習慣の改善の重要性が強く認識されるなかで多くの研修依頼を受けるようになってきているが、関心の高い学校が独自に研修している状況が少なくない。地域や市全体を巻き込んだ研修に高めていくためには、大学と教育委員会とがそれぞれの機能を発揮して連携体制を強化していく必要がある。
(2)開発体制     ）
	No
	所属・職名
	氏　名
	担当・役割

	１

２

３

４

５

６

７

８
	滋賀大学教育学部・教授

滋賀大学教育学部・教授

大津市教育委員会事務局

学校教育課・課長

大津市教育委員会事務局

学校教育課・副参事

高島市教育委員会事務局

学校教育課・課長

高島市教育委員会事務局

学校教育課・指導主事

高島市教育委員会事務局

学校教育課・指導主事

滋賀大学・副事務長
	辻　　延浩

白井　重樹

葛野　一美

丹羽　広光

伊吹美喜夫

水江　博峰

吉野　美保

澤居　清隆
	全体統括、プログラム開発、評価

連携担当（渉外）、指導助言

教員研修統括

教員研修担当、指導助言

教員研修統括

保幼小連絡協議会、専門委員会

教員研修担当、指導助言

庶務、会計


Ⅱ　開発の実際とその成果
＜高島モデル＞
１．睡眠の科学　講座
(1)研修の背景やねらい
  教職員や保護者が睡眠の科学的知識を習得することで、従来の「早寝・早起きをすれば健康になる」という教条的な指導から、「睡眠のはたらき」や「睡眠の役割」についての科学的な知見に立脚した実践へと指導力向上が期待できる。
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(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
  対象：新旭町の教職員・保護者・市教委職員103名
  期間：５月６日　８月７日
　会場：高島市新旭公民館          
　講師：滋賀医科大学　宮崎総一郎　特任教授
　　　　滋賀大学教育学部　辻　延浩  教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(3)各研修項目の配置の考え方　　　　　　　　　　　
事前に、各校園の研修の中核となる教職員が睡眠教育に関する理解を深めることによ　り、他の教職員に睡眠教育に関する知識・情報を伝達しうる環境を整えることができ、また、今後の研修をさらに効果的なものにするための工夫を充実させることができる。
　全体講演会は、教職員の研修を深める場として設定するだけではなく、保護者への啓発の場としてもとらえる。教職員と保護者が同じ知識・情報を習得するほうが、幼児・児童への指導効果が高い。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	講　話
協　議

	１時間

	　睡眠教育に関する科学的な知識、情報を習得する。
	・睡眠教育についての講話（辻教授）
・４校園の各代表者による協議
 

	講演会

	２時間

	　教職員については、睡眠の科学的知見について研修を深めるとともに、睡眠の科学を導入した保育や授業の在り方について考える。
　保護者においては、睡眠の重要性について理解するとともに、子どもの睡眠に関心や課題意識を持つ。
	・実践モデル校の教職員や保護者を対象に、大学教員が「健やかな体をつくる睡眠６ヶ条」を提案しながら、睡眠の科学知見について講演する。



(5)実施上の留意事項
・睡眠教育に関する科学的な知識や情報を視覚的に捉え、教職員や保護者の理解を深められるよう、プレゼンテーションソフトを活用する。
　・睡眠に関する身近な疑問や日常生活に即した睡眠教育指導に関する質問が様々な角度から出され、より研修が深められるよう、質疑応答の時間を十分に確保する。
　・全体講演会については、多くの教職員や保護者が出席することができるよう、土曜日（休日）に開催する。　　　
(6)研修の評価方法、評価結果
・全体講演会実施後、出席者を対象にアンケート調査を実施した。その結果、ほとんどの出席者が、睡眠や睡眠教育に関する知識・情報を得ることができ、睡眠の大切さや睡眠教育の必要性・重要性を十分に認識することができたと考えられた。
(7)研修実施上の課題
・早期に研修を企画し、対象者への周知を行い、より多くの教職員や保護者が参加できるようにする必要がある。
２．睡眠の調査　講座
(1)研修の背景やねらい
　睡眠教育を実践するにあたり、子どもの睡眠に関わる実態を明らかにすることが不可　欠であるが、これまで、生活習慣の一部として「早寝・早起き」についてアンケート調査を実施したことはあったものの、睡眠に焦点を絞って実態把握をしたことはない。
　そこで、幼児や児童だけでなく家族も含めた睡眠に関わる生活習慣を調査し、各校園における子どもの睡眠の実態と課題を把握し、問題の共有化を図ることをねらいとして、アンケート調査を実施する。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
  対象：保幼小の教職員15名
　　　　（校長・教頭・園長・副園長・主任・研究主任・看護師・養護教諭）　
  期間：５月～７月
　会場：安曇川支所・安曇川公民館・新旭北小学校
　講師：滋賀大学教育学部　辻　延浩　教授                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(3)各研修項目の配置の考え方
　アンケート調査の内容を協議・検討することによって、今後、睡眠教育を実践するにあたっての視点を、教職員自身が明確に把握できる。
　また、調査の集計結果を分析することにより、幼児や児童及びその家族の睡眠を中心とした生活実態や課題を明らかにすることができ、睡眠教育を実践するにあたっての方向性や指導・啓発のポイントを把握することができる。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議

	２時間
(5/6 2h)

	　各校園における子どもの睡眠の実態と課題を的確に把握するため、質問紙調査の内容について検討する。
	・校園の各代表者によって協議する。
・睡眠を中心とした生活習慣に関する質問紙調査項目の内容を検討する。

	演　習

	４時間
(6/4 2h)
(7/8 2h)

	　調査結果を分析し、各校園における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、校園または学年で問題の共有化を図る。
	・校園の各代表者によって協議する。
・各校園が用いた調査票を資料として　持ち寄る。
・調査結果をもとに、子どもの睡眠の実態と課題について検討する。
・保護者への啓発の視点で意見交換を行い、問題の共有化を図る。
・保幼小の連携を見据えた睡眠教育の展開について論議する。


(5)実施上の留意事項
・幼児や低学年の児童の睡眠に関わる生活習慣は家族の生活に大きく影響されること、また、子どもたちの好ましい生活習慣の定着のためには家族の理解や協力が不可欠であることを踏まえて、家族（記入者）についてもアンケート調査の対象とする。
　・幼児と低学年児童の育ちの連続性を考慮して、アンケート内容を同一のものとする。
　・アンケート調査の集計や分析をそれぞれの学校・園で実施し、各校・園の教職員が該当校の幼児・児童の実態を把握する。
　・集計・分析した結果を持ち寄ることで、お互いの情報交換をするとともに、各校・園の特性や同一地域として持っている共通点などを明らかにし、今後の指導や啓発に向けてのポイントを把握する。
(6)研修の評価方法、評価結果
　・アンケート調査の分析・考察によって、子どもや家族の睡眠に関わる生活習慣の傾向や課題を明らかにする。
　・分析・考察の結果、「概ね課題がある子どもは見られないが、就寝時刻が遅い子どもがいたり、休日の起床時刻が遅い子どもがいたりする。」や「家族の生活習慣が子どもに　影響を与えている。」などの課題が明らかとなった。
(7)研修実施上の課題
　・アンケート調査の集計方法について十分に検討することができていなかったため、クロス集計等を行うことができず、より詳細な分析・考察をすることができなかった。
３．教材開発　講座
 幼保部会 
(1)研修の背景やねらい
　睡眠教育教材および睡眠学習プログラムの開発によって、科学的な睡眠教育を実践できる環境が整えられる。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象：さくら・なのはな園の職員65名、市教委職員１名
　期間：平成22年７月～12月
　会場：さくら園、なのはな園
　講師：滋賀大学教育学部　辻　延浩教授
(3)各研修項目の配置の考え方
 ・２園合同の担当グループで教材づくりを進め、その後、全職員で検討会議を開催する。
 ・幼児向け教材、保護者向け教材を作成し、実践できるようにする。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議

	２時間
(7/8 2h）

	　各園における子どもの睡眠の実態と課題を踏まえ、教材・教具の作成について検討する
	・園の各代表者による協議を行う。
・指導方法や教材・教具の内容、保護者に対する啓発の方法などを検討する。

	紙芝居の
作成

	18時間
(7/29 4h)
(8/20 3h)
(8/26 3h)
(8/31 3h)
(9/ 1 2h)
(9/ 8 1h)
(9/10 2h)
	　眠ることの大切さやよく眠るために気をつけなければならないことについて、園児に紙芝居を用いて理解できるようにする

	・各園で話し合った資料を持ち寄って紙芝居の内容を検討する。
・原案の作成（ストーリー・原画）
・業者との打ち合わせ
内容）毎日同じ時間に起きて朝の光をあびること、夜は明るい光をさけること、夜遅くまでゲームをしないことなどを、キャラクターを工夫してストーリー化している。

	着ぐるみの作成

	13時間
(7/29 4h)
(8/ 9 2h)
(8/26 3h)
(11/2 2h)
(9/ 8 1h)
(9/21 1h)
	　朝の光をあびて毎日元気に登園できるよう幼児を支援する。これまで紙で登場させてきた｢おはよちゃん｣を立体化して、園児の興味関心を一層高めることができる。

	・着ぐるみ内容について検討する。
・おはよちゃん原画を作成する。
・おはよちゃんの基本データを作成する。
・おはよちゃんの歌を作成する。
・業者と打ち合わせを行う。
・着ぐるみのマニュアルを作成し、職員対象に動き方等の講習会を実施する。

	保護者向けパワーポイントの作成

	３時間
(10/14 2h)

	　就学前の保護者が、子どもの睡眠の実態や課題、重要性について理解し、子どもの睡眠に関心が持てるようにする。

	・５月に実施した「幼児の睡眠に関するアンケート」の調査結果や滋賀大学作成の睡眠教育ハンドブックをもとに、保護者向けのパワーポイントを作成する。
・滋賀大学教育学部辻延浩教授に内容について指導を受ける。
内容）子どもの実態、睡眠のメカニズム、早起きの大切さ、睡眠と学習との関係等

	「おはよちゃんカレンダー
」の作成
	３時間

	　幼児および保護者が「早起きして朝ごはんを食べること」の大切さに気づき、基本的生活習慣が身につけられるようにする
	・原案の作成（原画・園だより）
・家庭で親子一緒に継続して取り組める工夫をする。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「おはよちゃんの歌」の制作　　　　　　 　 おはよちゃんのポーズや動作の確認
(5)実施上の留意事項
　・限られた時間をうまく活用するため、各園の研究主任が中心となり、担当グループに分かれ、教材づくりを進める。進行状況等については市教委と連携をとり、全体協議会において検討する。
(6)研修の評価方法、評価結果
　○作成した教材を使って保育実践し、子どもの言動や事例により評価を行う
　　・着ぐるみは睡眠教育の実践に十分活用でき、子どもの興味関心をさらに高めること　　　ができた。
　　・紙芝居は着ぐるみの「おはよちゃん」をはじめ、いろいろなキャラクターを登場さ　　　せ作成したことにより、子どもの興味関心が高まり、睡眠の大切さをわかりやすく知らせることができた。
    ・おはよちゃんカレンダーは家庭で取り組めるよう作成したことで、親子で基本的生活習慣について見直すことができた。
　　
○保護者からの感想やアンケートにより評価する
  　・紙芝居は子どもたちに眠ることの大切さをわかりやすく伝えられる内容だった。
    ・保護者向けのプレゼンテーションは、スライド１枚に対して、もう少し話を増やし　　　てもらえるとよかった。
　　・８月に宮崎先生の講演を聞いたので内容は理解できたが、初めて聞く人には十分伝　　　わらなかったのではないか。
(7)研修実施上の課題
　　・保護者向けのプレゼンテーションについては、内容や伝え方等をもう一度検討する　　　必要がある。
　　・教材開発するための期間を十分に確保することができなかった。
　　・教材開発の研修を、全教職員を対象としたものに広げることができなかった。
 小学校部会 
(1)研修の背景やねらい
　睡眠の科学講座で習得した睡眠教育に関する知識・情報や睡眠の調査講座で明らかと　なった子どもや家族の睡眠に関わる傾向や課題に基づき、教材および学習指導案を開発　する。これによって、児童やその家族を対象として科学的な裏付けに基づいた睡眠教育を実践する環境を整え、また、効果的な指導・啓発の方法について研修を深める。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象：新旭北小学校・新旭南小学校の教職員43名、
市教委職員１名
　期間：平成22年７月～11月
　会場：新旭北小学校　新旭南小学校
　講師：滋賀大学教育学部　辻　延浩　教授
(3)各研修項目の配置の考え方
　・２校合同で研修の中核的教職員による協議会を行い、教材および学習指導案の作成を進める。その後、全職員で検討会議を開催する。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議
(7/8 2h）

	２時間

	　各校における児童の睡眠の実態と課題を踏まえて、教材・学習指導案の原案について検討する。
	・各校の研修の中核的教職員による協議
・指導方法や教材・教具の検討、保護者への啓発方法の検討
＊原案を各小学校に持ち帰り、全教職員　により検討

	教材と学習指導案の作成
(9/9 3h)
(10/1 3h)

	６時間

	　眠ることの大切さやよく眠るために気をつけなければならないことについて、児童に掲示用教具を用いて理解できるようにする。
	・各校で話し合った資料を持ち寄り、掲示用教具及び学習指導案の内容を検討
・原案の作成（ストーリー・原画）
・業者との打ち合わせ
内容）毎日同じ時刻に起きて朝の光をあびること、逆に夜は明るい光をさけること、夜遅くまでゲームをしないことなどを、２人の子どもの生活を対比させることにより、理解させる。
＊各小学校毎に随時研修を実施


(5)実施上の留意事項
　・限られた時間を有効に活用するため、各校の中核的教職員が中心となり、教材や学習指導案の原案作りを進める。各校においては、原案に基づいて検討会を実施する。
　・進行状況や教材作成等について市教委と連携をとる。
(6)研修の評価方法、評価結果
　○作成した教材及び学習指導案を使って授業実践し、授業者の感想・考察や児童の言動
　　により評価する
　　・指導内容や指導方法を検討することから始めたことで、睡眠教育についての理解を深めることができ、また、授業の在り方や教材の工夫などについて研修を深めることができた。
　　・「Ａさん」と「Ｂさん」の絵カードが黒板に貼ってあって、「早寝、早起き」が大切だということがよく分かった。
　
○授業後の保護者へのアンケートにより評価する
　　・絵カード等の手作りの教材を使っての授業はたいへん効果的だったと思う。
　　・絵カードが使われているなど子どもに分かりやすい内容で、工夫されていた。
　　・「ぐんぐんまる」、「メラトニン忍」が目に見え、子どもになじみやすい絵で表されて　　　いて分かりやすかった。
(7)研修実施上の課題
　　・教材開発するための期間を十分に確保することができなかった。
　　・教材開発の研修を、全教職員を対象としたものに広げることができなかった。
４．保育・授業実践　講座
 幼保部会 
(1)研修の背景やねらい
  作成した睡眠教育教材を活用し、子どもや保護者に科学的な睡眠教育を実践する。

(2)対象、期間、会場
  対象：さくら園の教職員
　　　　なのはな園の教職員
　期間：平成22年９月～平成23年３月
　会場：高島市立大師山さくら園・静里なのはな園
(3)各研修項目の配置の考え方
  ・子どもと保護者に啓発できるよう内容を工夫する。
  ・PTA・親の会活動と協力し、睡眠教育を推進する。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	紙芝居の活用

	４時間

	　紙芝居を用いて、眠ることの大切さやよく眠るために気をつけなければならないことについて学べるようにする
	・各年齢、クラスごとに紙芝居を行う。
・保護者向けのプレゼンテーションと併せて、保護者に紙芝居を紹介し、園での取組みを理解してもらう。
・親子で紙芝居やデジタル紙芝居を見ることで、睡眠に関する会話を広げる。

	着ぐるみの活用

	12時間

	　朝の光をあびて毎日元気に登園できるよう幼児を支援する。
　職員劇を見ることで眠ることの大切さについて学ぶ。
　冬休み期間中も規則正しい生活ができるようにする。
	・園児や保護者に早起きを推進するために、おはよちゃん着ぐるみが通園門で幼児を迎えて、「おはようタッチ」を行う。
・園行事のクリスマス会において、着ぐるみを活用し、睡眠教育についての職員劇を行う。
・冬休みの生活について話し合った後、着ぐるみと共に約束の確認をする。

	保護者向けパワーポイントの活用
	３時間

	　保護者が、子どもの睡眠の実態や課題、重要性について理解し、子どもの睡眠に関心が持てるようにする。
	・睡眠教育について全保護者に啓発でき　るよう、保護者が参加する園行事等と　併せて行う。
・子どもの年齢（学年）により保護者に　伝えたいポイントや内容を変える    ・実践後、保護者アンケートを行う。

	「おはよちゃんカレンダー」の活用
	
	　「おはよちゃんカレンダー」を通して、親子で早起き・早寝・朝ごはんの習慣を身につける。　

	・親子で「おはよちゃんカレンダー」に　取り組む（朝７時までに朝食を食べら　れた日に色をぬる）。
・カレンダーは配布したきりにならない　よう園で話合いの場を持つなど、継続　して取り組めるようにする。

	保護者啓発活動
	２時間
	　「おはよちゃんキャラクター」に親しみを持たせ浸透させる。
　睡眠教育について、便りを発行することで睡眠教育に関心を持ってもらう。
	・運動会の種目に睡眠教育のキャラクタ　ーを取り入れる。
・作成した「おはよちゃんの歌」を町の文化祭で披露する。
・園だより、ほけんだより、クラスだよ　りにより、睡眠教育の取組みや基本的　生活習慣について保護者に知らせる

	PTA・親の会活動

	２時間

	　PTA・親の会活動の目標「朝ごはん100％大作戦！」の取組みをサポートする。
　保護者ボランティアに「おはよちゃんかかし」を作ってもらうことにより、幼児の興味関心を高める。
	・PTA・親の会活動の行事や子育て講演　会に睡眠教育のキャラクターや着ぐる　みを活用する。
・保護者ボランティアに睡眠教育に関わ　るかかしを作ってもらい、市のイベン　トに出品する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「おはよちゃん」デビュー　　　　　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ紙芝居「あさひをあびてｽｲｯﾁｵﾝ！」
(5)実施上の留意事項
  ・睡眠教育について全保護者に啓発できるように、保護者が参加する園行事等と併せて　　行う。
　・紙芝居、着ぐるみは繰り返し工夫して活用できるようにする。
(6)研修の評価方法、評価結果
  ○保護者アンケート、連絡帳の感想等により評価する
　　・親子で紙芝居を見たことにより睡眠に関する親子の会話が増えた。
  　・保護者向けのプレゼンテーションとデジタル紙芝居を併せて見たことで、家庭での子どもの言動と一致し、園の取組みが理解できた。
　　・子どもが早起き早寝を意識しだした。子どもだけでは行動に移せないので親の責任は大きい。
  　・カレンダーのおかげで早起きができるようなり、朝の排便がスムーズになった。
　　・家庭において、おはよちゃんの話が増えた。また、寝ている保護者に「パパ！おはよちゃんみたいにパワーがもらえないよ」、「ママ早く起きて！○○、おはよちゃんみたいになりたいの！」など、子どもから保護者へ発信する姿が見られるようになった。
　　・カレンダーは、保護者に生活習慣を見直してもらうきっかけとなった。
  　・PTA・親の会とも連携し、睡眠教育について啓発してきたことで、保護者の意識が少しずつ変化している
○子どもの言動により評価する
　　・低年齢の子どもは、「あさひをあびてスイッチオン！」「ピカピカビーム」という睡眠教育のキャッチフレーズが入りやすく、親しみのある言葉になった。
  　・着ぐるみを行事等に工夫して活用したことにより、おはよちゃんへの憧れが強くなり、「早起きした」「朝ごはんちゃんと食べてきた」という子どもの声が聞かれるようになった。
　　・おはよちゃん着ぐるみが通園門で幼児を迎えたことで、親子で早起きを意識する家庭が増えた。
　　・紙芝居は２回目に実践した方が子どもの発言が多く、繰り返し読む方が効果的だということがわかった。
(7)研修実施上の課題
　・就学前の保護者だけでなく、乳児の保護者にも知らせていき、乳児期から眠りの大切　　　　さに気づけるような工夫をしていく必要がある。
  ・園での実践や園だより等を通して、保護者に睡眠教育のことを伝えてきたが、十分浸透できていない。今後は担任からのアプローチをしていく必要がある。
 小学校部会 
(1)研修の背景やねらい
　これまでの各講座で得た知識や情報を活かして睡眠教育の授業を実践することによっ　て、睡眠のしくみや正しい眠りについての理解を深めさせ、自らの睡眠に関わる生活習慣を見直そうとする態度を育てる。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象：新旭北小学校、新旭南小学校の教職員43名、市教委職員２名
　期間：平成22年11月７日（日）、30日（火）
　会場：新旭北小学校　新旭南小学校
　講師：滋賀大学教育学部　辻　延浩　教授
(3)各研修項目の配置の考え方
　睡眠教育の授業は、小学校の年間指導計画におけるバランスや児童の発達段階を考慮　し、低中高の各学年で１時間の計画で実践することが適当であると考える。今年度については、１・２年生のどちらの学年で行うことがより適当であるかを検討するために、同じ学習指導案によって授業を行う。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	授　業

	１時間
(11/7 1h)
(11/30 1h)

	　児童の実態を踏まえて、作成した指導案に基づき、開発した教材を活用して授業を実践し、その検証を行う。　

	・事前に、研修の中核的教職員及び授業者によって、授業の細案や教材の効果的な提示の仕方等について検討する。
・参観授業として位置づけ、保護者への啓発の機会とする。
・授業後に保護者へのアンケートをとる。


 (5)実施上の留意事項
　・事前に、言葉の使い方等について検討し、低
学年児童が誤って理解してしまわないように
注意する。
　・事前に、掲示用教具の黒板への提示の仕方や
タイミング等を十分に検討し、低学年児童が
最も理解しやすい掲示の仕方を探究する。
　・授業中においては、児童の発言や反応に注目
し、自分自身の睡眠への振り返りや改善につ
ながるようにする。
　・参観に来られている保護者が、子どもや家族の睡眠について考えたり、改善したりする意欲付けになるようにする。
(6)研修の評価方法、評価結果
　○授業者の感想・考察から評価する
　　・「Ａさん」と「Ｂさん」の生活の比較から児童自身の生活を振り返らせることができ、多くの発言を引き出すことができた。また、友達の話を聞いてうなずいたり反論したりする児童もおり、「早寝、早起き」に対する意欲を高めることができた。
　　・睡眠に関して科学的知識を得て教材研究したことで、睡眠の必要性について子どもに説得力のある指導ができた。専門的知識を得たうえで指導することの必要性を感じた。
　
○児童の言動により評価する
　　・「メラトニン忍」と「ぐんぐん丸」がいっぱい出てほしいから、寝る時間をきちん　　　と守って寝たい。
　　・これからも「早寝、早起き」を続けて、寝る前にゲームをしないようにする。
　
○授業後の保護者へのアンケートにより評価する
　　・日頃から「早寝、早起き」をするようにうる
さく言ってきたつもりだったが、なぜそうし

なければならないのかという部分がおろそか
になっていたので、親として言葉でしっかり
説明できる知識を持ちたいと思った。
　　・子どもに分かりやすく、説得力があった。
　　・「Ａさん」と「Ｂさん」を比較することで、子
どもたちがしっかり理解できたと思う。子ど

もたちはよく発表しており、また、辻教授が
質問に分かりやすく答えてくださっていたので、「早寝、早起き」することの大切さに納得していた様子だった。
　　・帰宅してから、子どもたちが家族にどのように伝えることができるか楽しみだ。
　　・保護者への啓発が大切だと思う。
　　・「生活リズムカード」を授業後にもつけて、生活や意識の変化をチェックした方が　　　効果があると思う。
(7)研修実施上の課題
　・研修の中核となる教職員や授業担当者以外の教職員に研修を深めさせる機会を持つこ　　　　　とが不十分であったため、全教職員を対象とした研修の在り方を工夫する必要がある。
　・学習指導案や教材を作成してから授業を実践するまでの期間が短かったため、指導の　　流れや教材の提示の仕方・タイミングなどについての研修を深めることが不十分であ　　った。
　・保護者への啓発が重要であるという認識からできるだけ多くの保護者に参加してもら　　えるよう授業参観の期日を設定したが、来てもらいたいと思っている家庭の保護者の　　参加があまりなかったため、そのような保護者への啓発の方法を工夫する必要がある。
　・講話やひびきあい活動など、保護者に啓発する時間を十分に
＜大津モデル＞
石山小学校
１．睡眠の調査　講座
(1)研修の背景やねらい
質問紙調査を実施することで、自校における子どもの睡眠の実態と課題を把握する。
　学級、学年、および学校全体の傾向をつかみ、睡眠に関する生活指導に生かす。
(2)対象、人数、期間
　第４学年教員３名および第６学年教員４名、５月１8日以降随時
(3)各研修項目の配置の考え方
　質問紙の実施においては、回答しやすいように学級担任が質問項目を読み上げるなど、児童が問題の意味を把握しやすいように努めた。また、結果を滋賀大学において集計した後、各学年の睡眠教育担当(研究推進委員を兼ねる)を中心に、結果分析を行った。多くの教員で検討することで、集計や分析方法の研修になるとともに、睡眠について学級・学年で取り扱う意識が高まると考えた。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議

	１時間

	自校における子どもの睡眠の実態と課題を把握するため、質問紙調査の内容や実施方法について検討する。
	・質問紙調査項目の検討
・実施方法の検討
・集計後のデータを分析し（グラフ化）課題把握に努めていくことを確認


	分　析

	２時間

	睡眠の調査結果を分析し、自校における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、学校または学年で問題の共有化を図る。
	・データをグラフ化して分析し、学級・学年および学校全体での課題把握を行う。
・１つの学年の分析をもとにして、他の学年が作業を行うと効率的である。


(5)実施上の留意事項
　児童の実態によっては、質問項目を別の言葉で言い換えないとわかりにくいところがあ　るので、事前に学年・学校で確認しておくとよい。
(6)研修実施上の課題
　欠席の児童の取り扱いや、データ分析の方法などについて、事前に共有しておくべき項目が多く、自校のみで決定してよいのかの判断が難しかった。同じブロックの中学校や、他のブロックの小・中学校とも連携して進めていく必要があった。
２．睡眠の科学　講座
(1)研修の背景やねらい
　児童に正しい睡眠の科学的知見を指導するために、教員が授業の概要やその基礎となる科学的な根拠について学ぶ必要があり、講師を招聘し研修した。また、保護者も参加することによって、睡眠の重要性を家庭でも理解し、実践できることをねらった。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　小中教職員保護者95名、８月６日
　滋賀医科大学　宮崎総一郎特任教授、「伸びる子どもの睡眠学」
(3)各研修項目の配置の考え方
中学校の文化厚生委員（PTA活動）を中心に講演を企画・運営した。小中学校で共通の課題に取り組んでいるという事実を、教職員はもとより、保護者にも周知するため、合同での講演会とした。教職員にとっては、研修に参加しやすい夏季休業中に実施した。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	研　修
       　

	２時間

	睡眠の科学的知見について、教職員が理解し授業づくりに役立てる。また、保護者においても、睡眠の重要性について理解し、子どもの睡眠に関心を持てるようにする。
	・宮崎総一郎　滋賀医科大学特任教授
　「伸びる子どもの睡眠学」講演
・滋賀大学教育学部25番教室にて実施



(5)実施上の留意事項
夏季休業中といえども、小学校・中学校の教員が出席しやすい時期は違っているので、事前に確認が必要である。また、保護者には、時間に余裕を持って案内をし、PTA役員等を中心に参加の募集の協力をしていただいた。
(6)研修の評価方法、評価結果
　講演会に参加した保護者ならびに教員に対してアンケート調査を実施した。ほぼ全員から好意的な感想が寄せられた。また、「睡眠カルタをつくろう」と称して、講演に対する理解を調査した。それらの例を以下に示す。
＜保護者の感想＞
・娘が小さい頃なかなか寝つけなかったのは朝起きるのが遅いからだとわかりました。今は、６時半に起き、９時半に寝ます。15時間ぴったりで驚きました。
・夏休みの宿題をダラダラと一日中やっている息子に話をして、今日から夕方の数時間に集中させたいと思います。夜中に急に怒ったり、泣きわめいたりする息子が少し心配ですが、親の努力（環境づくり）をがんばってよりよい睡眠ができるようにしてやりたいです。
・今の社会はＩＴ産業やコンピュータの発達で人間の自然なリズムを失っています。若者はパソコンに取り組み、人間関係が希薄になっている現在、宮崎先生の講義を広く知っていただくために講演会を益々増やしていただきたい。
・保護者対象の講演もよいと思いましたが、やはり子ども対象のものも年に一度はあってほしいと思いました。
＜教員の感想＞
・理想的な睡眠時間や睡眠姿勢についての話は何回か聞いたことがありましたが、今回ほど理論的に話をしてもらったことはなかったので、大変勉強になりました。
・何となく知っていた情報が先生のわかりやすい説明と面白い話で納得できました。メラトニンがとても大切な物質であること、夕方５時から夜９時までが一番学習によいと言うことにも納得しました。
・小学生に対して直接講演会（講話）をしていただければとても助かります。
＜睡眠カルタ＞
・「ママおはよう　元気にあいさつ　早起きさん」
・「もう寝ます　母は眠りで　ダイエット」
・「ＬＥＤ　替えるのやめよう　白熱球」
(7)研修実施上の課題
睡眠の科学についての研修と、教材開発・授業実践の研修は、密接につながっており、全教職員の参加が望ましい。講師を招聘しての研修にとどまらず、常日頃から自校でも、校内研修等で学びを共有できる研究の仕組みを構築していくことが必要となる。
３．教材開発　講座
(1)研修の背景やねらい
睡眠の科学についての知見をもとに、学習者の認知的発達に即した睡眠教育の指導内容を検討し、教材・教具を開発・検討する。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
第４学年教員３名、第６学年教員４名
11月24日の研究授業に向けて、事前に教材・教具の検討などを行った。
1 11月１日滋賀大教育学部にて教員２名（第４学年・第６学年各１名）が研修
2 11月４日までに、公開授業を行う２学級で実態調査
3 11月８日それぞれの学年で、学年検討会を行う
4 11月10日滋賀大学教育学部辻教授に来校いただき、教具の検討
(3)各研修項目の配置の考え方
子どもたちの実態に即して効果的な授業を行うためには、これまで行われてきた実践を知ることが必要であった。先行実践での教具や指導案に加えて、DVDに記録されていた授業の様子の動画資料を基に検討を行った。また、教具については、実際に授業者が、教室環境に対応したものを作成した。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	研　修

	１時間

	学習者の発達段階に即した教材・教具を開発するために、先行実践を知る。
	・滋賀大学にて先行実践で使用した教材および教具を借りた。
・先行実践のうち、該当学年のDVD動画資料を視聴することで、授業イメージを共有できるようにした。

	調　査

	１時間

	　睡眠の質問紙調査を実施し、その調査結果を分析した。自学年・自学級における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、学校または学年で問題の共有化を図る。
	・自由記述できる部分を質問項目に設けることで、睡眠に対する児童の実態がより明らかになった。
・回答から児童の睡眠時間や起床時の目覚め感について統計をとり、グラフ化して、授業に使用できるようにした。

	協　議

	１時間

	学級・学年の実態について担当学年の教員で確認し、授業が子どもたちの発達段階にとって妥当なものとなっているか検討する。
	・学年で質問紙の結果について分析・検討し、授業場面で使用できるか検討を行った。また、どのような提示方法（資料や大型テレビでの映像など）が効果的かについても検討した。


	協　議

	２時間

	睡眠教育の教材キットや先行実践で使用した教材・教具が児童の実態に即しているか、検討を行う。
	・これまでに作成された睡眠教育の教具　について、児童の実態と自学級の教室　環境を考慮した上で、さらに作成すべ　き教具がないか検討した。また、どの　ような提示方法が効果的かについて、　教室で具体的に協議した。


(5)実施上の留意事項
　睡眠教育の教材・教具の作成においては、多くの検討の時間と機会が必要であった。特に、睡眠の科学的知見をもとに、資料として児童に提示される物であるので、専門的な妥当性や誤った部分がないかなどについて、確認することが求められる。また、デジタルメディアのよさと、黒板を使って複数の資料が一覧できるアナログメディア（拡大コピーなど）のよさの両面が生かせるように工夫した。
(6)研修の評価方法、評価結果
　研究授業後、授業者・参観者・児童のそれぞれに質問紙でアンケートを行って、教材・教具が効果的に使用されたかについて検討を行った。おおむねよいとされた教材・教具と、発達段階から考えて難しすぎる教材・教具もあった。
(7)研修実施上の課題
　学年・学校で検討する機会を設けたが、授業者の教材・教具観や授業への思いや判断が必要であり、多くの時間を要した。今後、どのような学習内容を児童に伝え、どういった系統性で睡眠教育を行っていくか、多くの学校で実施されやすい“広めやすさ”とは何か、について検討する中で、「シンプルなプログラム」における望ましい教材・教具のあり方を考えていく必要が生じている。
４．授業実践　講座
(1)研修の背景やねらい
　授業実践を行う学校・学年・学級の実態を踏まえて、各授業者が睡眠教育の指導案や資料・ワークシート等を作成する。授業者だけでなく、同学年や研究部の教員も授業づくりに積極的に関わり、睡眠教育が学校全体でできるようにしていく。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　第４学年教員３名、第６学年教員４名、研究推進委員各学年１名、他
　第４学年事前授業　４年１組　11月17日
　第４学年事前授業　４年３組　11月18日
　第４学年公開授業　４年２組　11月24日
　第６学年公開授業　６年１組　11月24日
　第６学年事後授業　６年２組　12月20日
(3)各研修項目の配置の考え方
　第４学年においては、児童が初めて睡眠教育の授業を受けることから、事前に十分な検討を行うため、授業者の同学年の教員による事前授業（４年１組）、授業者本人が隣学級の児童に授業する事前授業（４年３組）を行い、指導案、教材・教具の最終検討を行った。また、第６学年においては、児童の実態から、指導すべき内容を精選する検討をしたり、睡眠教育の効果が高い長期休業前の時期に指導を行うことで、より効果のある時期について検討したりした。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	事前授業
第４学年

	２時間

	指導案や教材・教具が児童の実態に即しているか検討する。

	・睡眠教育の指導案をもとに、事前に質問紙調査していた内容を教具として使用しながら授業を行った。
・授業者の同学年の教員による事前授業　と授業者が同学年の他学級にて行う事　前授業を行った。

	公開授業
４年２組

	１時間

	睡眠教育の第４学年における指導内容と指導方法について検討する。
	・積極的に校内の教員に参観を呼びかけ　た。
・教員研修モデルカリキュラム開発プロ　グラムの視察

	公開授業
６年１組

	１時間

	睡眠教育の第６学年における指導内容と指導方法について検討する。

	・積極的に校内の教員に参観を呼びかけ　た。
・大津市健康教育部会の研究授業を兼ねて、びわこ成蹊スポーツ大学中薗教授を講師に招いた。同授業には、市内の養護教諭、教員、教頭等が参観し、放課後に協議会を行った。

	事後授業
６年２組

	１時間

	睡眠教育の第６学年における指導内容と指導方法について検討する。
	・児童の実態に即して、長期休業前の睡　眠が乱れやすくなる時期に実施するこ　とで、効果的な指導時期を検討した。


(5)実施上の留意事項
　事前検討の時期については、できるだけ余裕をもって計画した。実施時期によっては学校行事等が集中することもあり、計画的にプログラムを進行できるようにした。また、公開授業を終着点とするのではなく、本当に効果のある指導時期や教科等での指導内容・方法について、校内で話題にしていき、睡眠教育が定着し、今後も実施していけるとよい。
(6)研修の評価方法、評価結果
　公開授業後、授業者・参観者・児童のそれぞれに質問紙でアンケートを行って、各学年における指導内容と指導方法について検討を行った。指導内容・指導方法については、よりシンプルに子どもに伝えていく方向性を確認した。
　授業者の自己評価は以下のとおりである（５段階評価）。
第４学年　授業の満足度：４、児童の睡眠の科学の理解度：３、
研修で得た知識の活用度：４、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：５
第６学年　授業の満足度：３、児童の睡眠の科学の理解度：４、
研修で得た知識の活用度：４、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：５
(7)研修実施上の課題
　公開授業に際して、多くの教員が準備、実施、検討会に関わることで、睡眠教育のあり方について考えるよい契機となった。その反面、授業者以外の教員にとっては、指導内容が多岐にわたり、使用する教具も多いため、複雑な授業という印象を与えた。今後、校内においても、市内においても、睡眠教育を推進していくに当たって、よりシンプルでありつつ、指導すべき内容を網羅した系統的な指導の検討が望まれる。また、子どもたちの生活の中で実践化を図るためには、保健体育分野だけでなく、総合的な学習の時間や学級活動との関連を図り、学習を通して系統的に指導していくことも必要である。
富士見小学校
１．睡眠の調査　講座
(1)研修の背景やねらい
  本校の子どもの睡眠の実態と課題を把握するために質問紙調査を行い、その結果を分析　考察する。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象および人数：第３学年～第６学年の学級担任および研究主任、10名
  調査期間：５月18日～５月21日
  分析・考察：６月16日、６月30日
　会　　　　場：大津市立富士見小学校
(3)各研修項目の配置の考え方
　・分析および考察に対する時間を取ること。
　
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議

	１時間

	　各学校園における子どもの睡眠の実態と課題を把握するための質問紙調査の内容について検討する。
	・質問紙調査項目の検討
・小中学校の各代表者による協議
・各学校園が用いた調査票を資料として　持ち寄る。


	演　習

	３時間

	　睡眠の調査結果を分析し、各学校園における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、学校または学年で問題の共有化を図る。
	・同じ条件下で調査ができるよう調査実　施日を統一
・３・４年については質問項目の意味を　担任がわかりやすく説明しながら調査　する。
・調査結果をもとに学年ごとや質問項目ごとにグラフ化する。
・運動と睡眠に対する満足度、就床時刻　に対する起床時刻、睡眠時間に対する　満足度などのクロス集計をする。
・研究推進委員会が中心となって分析を　し、その結果をもとに全職員で検討す　る。


(5)実施上の留意事項
　　　　　　　・調査に関しては、なるべく同じ条件下で実施できるよう調査日を統一し、学年内では時間も同じにした。３・４年生では質問の意味を十分に把握しきれない場合があると判断し、担任が質問の意味を分かりやすく説明しながら調査を進めた。
　・分析においては学年の傾向だけでなく学年間の傾向や学校の実態が窺えるようにクロ　ス集計や縦の繋がりを重視した。
(6)研修の評価方法、評価結果
　・全職員から調査の結果やその考察についての意見を聞き取ることがで、本校の児童の　　睡眠の実態に関する初の調査であり、学年間や学校全体の傾向を知ることができ有意　　義であったという評価が多かった。
(7)研修実施上の課題
　・表計算ソフトを用い、グラフ化することやクロス集計（ピボットテーブル）する研修　　も同時に行いながらの分析となり、コンピュータ操作に時間を取られてしまった。
２．睡眠の科学　講座
(1)研修の背景やねらい
  職員が睡眠教育について共通の認識を持ち、研究の概要を知る。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象および人数：本校職員24名
  日　　　　時：平成22年５月28日
　会　　　　場：大津市立富士見小学校
　講　　　　師：辻　延浩教授（滋賀大学教育学部）
健やかな体をつくる睡眠６ヶ条
 (3)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	講　義

	1.5時間

	　睡眠の科学的知見について研修を深めるとともに、睡眠の科学を導入した授業の概要について理解する。
	・「健やかな体をつくる睡眠の科学」の演題で睡眠についての理解を深め、睡眠の科学を導入した授業について概要を知り、研究の進め方についての方向性を知る。


(4)実施上の留意事項
　・全職員が共通理解をするためになるべく年度当初に実施した。
(5)研修の評価方法、評価結果
　・今年度の研究を進めていく方向性や授業についての概要を理解することがでた。
(6)研修実施上の課題
　・研究の導入という事で講義を受けるだけになり、具体的に研究をどうするか、授業は　　どう展開するかなどの点について協議を深めることができなかった。
３．教材開発　講座
(1)研修の背景やねらい
　授業指導案を作成し、資料をデジタル化する。
(2)対象、期間、会場
　対　象：第３学年および第５学年の教員
  期　間：11月中旬～12月上旬
　会　場：大津市立富士見小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成されたデジタル教材の一例
(3)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議

	５時間

	　学習者の認知的発達に即して、睡眠教育の指導内容を検討し、学年を超えた系統的な学習プログラムを構想する。
	・本校の睡眠の実態調査をもとに指導案　やワークシートを作成、検討する。
・パワーポイントを使ったデジタル教材　を作成する。


(4)実施上の留意事項
　・児童の睡眠に対する実態に応じた展開とする。
　・提示用の資料をデジタル化していく。
(5)研修の評価方法、評価結果
　・担当者だけでなくいろいろな職員がアイデアを出し合って進めていくことができた。
　・本校独自のデジタル資料を作成することができた。
(6)研修実施上の課題
　・表計算ソフトを用い、グラフ化することやクロス集計（ピボットテーブル）する研修　　も同時に行いながらの分析となり、コンピュータ操作に時間を取られてしまった。
　・資料をデジタル化するにあたり、その技量をもつ者が少ない。そのため資料を作成す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るのに時間的な余裕がなかった。
４．授業実践　講座
(1)研修の背景やねらい
　睡眠に関する授業を実施し、その検証を行う。
(2)対象、期間、会場
　対　象：第３学年および第５学年の教員
  期　間：11月下旬、12月２日
　会　場：大津市立富士見小学校
(3)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	授　業

	２時間

	　３年生および５年生の睡眠に関する授業を実施し、その検証を行う。
	・３年生２クラス、５年生２クラスにお　いて睡眠の実態調査をもとにした各２　時間の授業を実践。
・デジタル教材の活用のため電子黒板や　大型ディスプレーを使用し、視覚に訴　える取り組みをした。

	協　議

	１時間

	授業後の検証を行う。
	・子ども達の様子やデジタル教材の有効　性について協議。
・今後の課題について協議。


(4)実施上の留意事項
　　　　・睡眠の重要性を感じ取らせるために、睡眠に関する知識の理解に偏ることがないよう　　　　　　　　　　　　　　　
に、また、児童の発達に合わせた内容になるように留意する。
・５年生は、３・４年生で学習する内容についても時間をとって学習する。
(5)研修の評価方法、評価結果
  ・児童・授業者・授業参観者からアンケート形式の感想を取る。児童は、難しいところ　　もあったが新しい知識を覚えたことや睡眠の大切さに気づけたことを評価している。
　　授業者は知識理解に流れてしまったことを反省し、参観者からはデジタル教材が見や　　すかったことや子ども達が生き生きと授業に取り組んでいたことに評価を得た。
・授業者の自己評価は以下のとおりである（５段階評価）。
第３学年　授業の満足度：３、児童の睡眠の科学の理解度：２、
研修で得た知識の活用度：３、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：３
第５学年　授業の満足度：３、児童の睡眠の科学の理解度：３、
研修で得た知識の活用度：未記入、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：４
(6)研修実施上の課題
　　・今までの積み重ねのない５年生では、３・４年
で学習しておく内容について改めて時間を取っ
て学習しなければならなかった。
　・子どもたちは、１時間の学習で睡眠の大切さを

感じとってくれたが、継続した学習や呼びかけ
の重要性が浮き出てきた。
石山中学校
１．睡眠の調査　講座
(1)研修の背景やねらい
　質問紙調査を実施することで、自校における子どもの睡眠の実態と課題を把握する。学級、学年、および学校全体の傾向をつかみ、睡眠に関する生活指導に生かす。
(2)対象、人数、期間
　第１学年96名、第２学年103名、第３学年105名の生徒を対象に、保健体育科教員が実施。
　７月12日～７月15日の期間に調査した。
(3)各研修項目の配置の考え方
質問紙の実施では、生徒が回答しやすいように学級担任が質問項目を読み上げた。また、結果を滋賀大学において集計した後、睡眠教育担当（保健体育科教員）を中心に、結果分析を行った。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議
	１時間
	各学校園における子どもの睡眠の実態と課題を把握するための質問紙調査の内容について検討する。
	・質問紙調査項目の検討
・小中学校の各代表者による協議
・各学校園が用いた調査票を資料として持ち寄る。

	分　析
	
	睡眠の調査結果を分析し、本校における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、問題の共有化 を図る。
	・データのグラフを分析し、学級・学年および学校全体での課題把握を行う。


(5)研修実施上の課題
データ分析の方法などについて、事前に共有しておくべき事項が多くあった。小学校や他のブロックの小・中学校とも連携して進めていくことが必要であった。
２．睡眠の科学　講座
(1)研修の背景やねらい
生徒に正しい睡眠の科学的知見を指導するためには、教員が授業の概要やその基礎となる科学的な根拠について学ぶ必要があり、講師の先生を呼んで研修した。また、保護者も参加することによって、睡眠の重要性を家庭でも理解し、実践できることをねらった。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　対象・人数：小中学校教職員・小中学校保護者、合計95名
　日　　　程：８月６日　
　講　　　師：宮崎総一郎氏（滋賀医科大学睡眠学講座特任教授）
演　　　題：「伸びる子どもの睡眠学」
(3)各研修項目の配置の考え方
中学校ＰＴＡ活動の文化委員会を中心に講演を企画・運営した。小中学校で共通の課題に取り組んでいるという事実を、教職員はもとより保護者にも周知するため、合同での講演会とした。教職員にとっては、研修に参加しやすい夏季休業中に実施した。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方 
	研修項目
	時間
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	研　修
	２時間
	睡眠の科学的知見について、教職員が理解し授業作りに役立てる。また、保護者においても、睡眠の重要性について理解し、子どもの睡眠に関心をももてるようにする。
	講演：演題「伸びる子どもの睡眠学」
      講師　宮崎総一郎氏
滋賀医科大学睡眠学講座特任
教授
会場：滋賀大学教育学部25番教室


(5)実施上の留意事項
　夏季休業中の開催のため、小学校・中学校の教員には早い時期より周知し、参加者の確保に努めた。また、保護者にも案内を配布し、ＰＴＡの執行部を中心に参加の募集を協力していただいた。
(6)研修の評価方法、評価結果
　講演会に参加した保護者ならびに教員に対してアンケートを実施した。ほぼ全員から好意的な感想が寄せられた。また、「睡眠カルタをつくろう」と称して、講演に対する理解を調査した。それらの例を以下に示す。
＜保護者の感想＞
・体の休憩のために睡眠は大切だと年を重ねるたびに感じていますが、子どもの学習能力が良い睡眠によって伸びることをしっかり意識して生活リズムや部屋の明るさを見直していきたいと思いました。
・老若男女問わず、全ての生き物に共通するキーワードなので、楽しんで聴かせていただきました。勉強だけでなく、健康や遊び、ほぼ全ての生活に関わる大切なことだと改めて知ることができました。
＜教員の感想＞
・大変勉強になりました。生活を分析しますとまさに当てはまっています。息子たちへの指導に生かしたいと思います。今家をリフォームしています。照明をとても多く設定していますが、すぐに変更したいと思います。
・できれば、石山中の生徒に向けてご講演いただきたいと切に願います。
＜睡眠カルタ＞
　・「よる十時　過ぎたらパソコン　閉じましょう」
　・「ねるセンサー　夜の光と　メラトニン」
　・「ねすぎても　学力低下　ほどほどに」
(7)研修実施上の課題
　　睡眠の科学についての研修と、教材開発、授業実践は密接に繋がっており、他校との実践研究が必要である。
３．教材開発　講座
(1)研修の背景やねらい
　　睡眠の科学についての知見をもとに、生徒の認知的発達に即した睡眠教育の指導内容を検討し、教材・教具を開発検討する。
(2)内容、期間
　・11月18日の公開授業に向けて、事前に教材・教具の検討をする。
　・11月18日の公開授業までに、１年生３学級で睡眠の実態調査をする。
(3)各研修項目の配置の考え方
　　事前授業での教具や指導案の準備。また、教具については、授業者が、教室環境に対応したものを作成した。さらに大型テレビを使ってプレゼンができるように、情報教育担当の先生と協力してパワーポイントを活用する。
(4)実施上の留意事項
　　睡眠教育の教材・教具の作成においては、保健の授業で睡眠学習として１時間取り上げるのは初めてなので、事前学習の実施・教材の有無について、確認をすることが必要であった。また、デジタルメディアの良さと、黒板を使って資料を掲示できる良さの両面を生かせるようにした。　
(5)研修の評価方法、評価結果
　　公開授業後、授業者・参観者・生徒に教材・教具が効果的に使用されたかについて検討した結果、少し難しすぎる教材（１年生でホルモンと睡眠の関わり）もあった。
(6)研修実施上の課題
　　授業者の教材・教具観や授業への思いや判断が大切であり、今後、どのような学習内容を生徒に伝え、どういった睡眠教育を行っていくかについて検討する中で、望ましい教材・教具について考えていく必要がある。
４．授業実践　講座
(1)研修の背景やねらい
　　授業実践を行う学校・学年・学級の実態を踏まえ、各授業者が睡眠教育の指導案や資料・ワークシート等を作成する。また授業者だけでなく、同学年や同教科の教員も授業づくりに関わって、睡眠教育が学校全体でできるようにすること。

(2)対象、日程
　・保健体育科教員、第１学年事前授業、11月15日　　
　　　　　　　　　　第１学年公開授業、11月16日
　・保健体育科教員、第３学年公開授業、11月16日
(3)各研修項目の配置の考え方
　　中学校においては、生徒が初めて睡眠教育の授業を受けることから、授業者本人が事前に授業（１年１組）を行い、指導案、教材、教具の検討を行った。また、第３学年においては、指導すべき内容や時期を検討した。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方 
	研修項目
	時間
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	事前授業
1年１組
	１時間
	指導案や教材・教具が生徒の実態に即しているかを検討する。
	・睡眠教育の指導案をもとに、事前に実態調査した内容を表やグラフにまとめ、パワーポイントを活用して授業を行った。１年生教員と学校長が参観した。

	公開授業
１年３組
	１時間
	睡眠教育の第１学年における指導内容と指導方法について検討する。
	・積極的に参観を呼びかけた。
・授業には、教育委員会、辻教授、教頭、養護教諭、教員が参観し、授業後に協議会をもった。

	公開授業
３年1組
	１時間
	睡眠教育の第３学年における指導内容と指導方法について検討する。
	・積極的に参観を呼びかけた。
・授業には、教育委員会、辻教授、教頭、養護教諭、教員が参観し、授業後に協議会をもった。


(5)実施上の留意事項
　　指導内容が少し多かった（１年生）ため、テンポをあげて進めたが指導案の最後まで行けずに終わってしまった。理解を深めさせるために、眠りのメカニズムの図やグラフなどをできる限り大型テレビと黒板を使って説明するよう工夫した。３年生では、振り返りシートを作るなど、もう一度確認できるようなワークシートにした。１年生も３年生もよく発表してくれたので、和やかな中で授業をすることができたが、生徒の発表から実生活と結びつけて睡眠のメカニズムを深めていくためには、授業者がもっと睡眠のメカニズムを学習しておかなければならないと痛感した。
(6)研修の評価方法、評価結果
　　公開授業の後、協議会において両学年における指導内容と指導方法について検討した。得られた意見は以下のとおりである。
1 大型ＴＶを活用した資料提供は有効であったと感じた。今後、市内に広めていくうえでは、重要なポイントであると思われる。しかし、文字が小さくて見づらいこともあったので、パワーポイント使用して、見やすい教材にする工夫が必要である。また、パソコン操作の苦手な教員が市内には多くいるために、操作が簡単にできるような資料（ソフト）の作成が必要である。
2 １年生と３年生とがほぼ同じ内容となったが、今後は、学年に応じて焦点化したものを教材としなくてはいけない。なぜなら１年生の生徒が３年生になったときに同じ学習をすることになる。このことは、小学校との関連でも言えることであるため、小中で調整する必要がある。
3 中学校で睡眠をテーマに学習するときには、まず今回のように保健体育科が窓口となるだろう。ところが、特別活動（学級活動）でも取り上げることは可能であり、その必要もある。そうなると各学級担任が指導することとなるので、より広がりがある。そのときには、保健体育の教員と学級担任の役割（指導上での）分担をはっきりとさせておかなくてはいけない。
授業者の自己評価は以下のとおりである（５段階評価）。
第１学年　授業の満足度：３、生徒の睡眠の科学の理解度：４、
研修で得た知識の活用度：３、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：４
第３学年　授業の満足度：４、生徒の睡眠の科学の理解度：４、
研修で得た知識の活用度：３、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：４
(7)研修実施上の課題
　　公開授業に際して、多くの教員が準備、実施、検討会に関わることが、睡眠教育のあり方について考えるよい契機となるので大切である。今後、校内や市内において睡眠教育を推進していくには、よりシンプルでかつ指導すべき内容を精選した系統的な指導の検討が望まれる。また生活の中へ活かしていくには、保健体育分野だけでなく、「総合的な学習の時間」や学級指導でも系統的に指導していくことも必要である。
北大路中学校
１．睡眠の調査　講座
(1)研修の背景やねらい
　　質問紙調査を実施することで、自校における子どもの睡眠の実態と課題を把握する。
　学級、学年、および学校全体の傾向をつかみ、睡眠に関する生活指導に生かす。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　第１学年193名（男子101名、女子92名）、第２学年144名（男子70名、女子74名）、
第３学年180名（男子97名、女子83名）の生徒を対象に、保健体育科教員が実施。
　７月12日～７月15日の期間に調査した。
(3)各研修項目の配置の考え方
　　質問紙の実施では、生徒が回答しやすいように学級担任が質問項目を読み上げた。また、結果を滋賀大学において集計した後、睡眠教育担当（保健体育科教員）を中心に、結果分析を行った。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	協　議
	１時間
	各学校園における子どもの睡眠の実態と課題を把握するための質問紙調査の内容について検討する。
	・質問紙調査項目の検討
・小中学校の各代表者による協議
・各学校園が用いた調査票を資料として持ち寄る。

	分　析
	４時間
	睡眠の調査結果を分析し、本校における子どもの睡眠の実態と課題について考察するとともに、問題の共有化 を図る。
	・データのグラフを分析し、学級・学年および学校全体での課題把握を行う。


２．睡眠の科学　講座
(1)研修の背景やねらい
  ・睡眠教育の理論や内容についての教員の理解を深め、授業実践力の向上に資する。
　　　　・生徒の健康や学力について、睡眠との関わりからとらえ、基本的な生活習慣の重要性を理解する。

(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
　・６月30日（水）－校長、保健体育科教員、養護教諭（計６
名）、中学校（校長室）
    「睡眠の科学について」、講師：辻　延浩教授（滋賀大学
教育学部）　
　・８月18日（水）－教職員（35名）、中学校（図書室）
　　「健やかな体をつくる睡眠の科学」、講師：辻　延浩教授
（滋賀大学教育学部）
(3)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	講　義
協　議

	２時間
	睡眠教育の概要について理解する。
	・研究内容、全体計画の確認
・滋賀大学 辻教授
・睡眠教育ハンドブック
・校内研修会で保健体育主任が概要や睡眠調査の目的を伝え、質疑を行う。

	講　義

	３時間
	睡眠教育の実際について理解を深める。
	・滋賀大辻教授による講演
・睡眠教育ハンドブック
・夏季校内研修会で睡眠教育の理解と、睡眠の科学を導入した授業の概要を理解できるようにする。


３．教材開発　講座
(1)研修の背景やねらい
　　睡眠の科学についての知見をもとに、生徒の認知的発達に即した睡眠教育の指導内容を検討し、教材・教具を開発検討する。
(2)対象、人数、期間、会場、日程、講師
・７月29日（木）－保健体育科担当教諭（４名）、中学校（校長室）
　　「プログラムの開発について」、講師：辻　延浩教授（滋賀大学教育学部）
(3)各研修項目の配置の考え方
　　保健体育科教員だけでなく、全教職員がＩＣＴを活用した授業が展開できるように、これまで作成されているパワーポイントの資料を提示し、効果的な教材・教具の作成に向けて検討する。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	演　習
協　議
	２時間
	ＩＣＴを活用した授業について検討する。

	・教材の開発について
・滋賀大学教育学部辻教授、情報主任、保健体育科主任との協議
・睡眠教育ハンドブックのデジタルコンテンツ化
・ＩＣＴを活用した授業教材や研究授業の構想について意見交換と共通理解を図る。


４．授業実践　講座
(1)研修の背景やねらい
  ・睡眠教育の理論や内容についての教員の理解を深め授業実践力を高める。
　　　　・生徒の家庭生活から睡眠と成長、学力との関係を考えさせるとともに基本的生活習慣の見直しをさせる。
(2)対象、日程
　・保健体育科教員、第１学年公開授業、11月18日５校時
　・保健体育科教員、第３学年公開授業、11月18日６校時
(3)各研修項目の配置の考え方
　・保健体育科の保健分野の「体の発育・発達」学習として１年生と３年生に各１時間計画で位置づけた。
(4)各研修項目の内容、実施形態（講義・演習・協議等）、時間数、使用教材、進め方
	研修項目
	時間数
	目　　的
	内容、形態、使用教材、進め方等

	演　習
協　議

	５時間

	睡眠教育の指導案を構想する。
	・睡眠アンケートの活用とＩＣＴの活用
・先行研究（附属中）を参考にしての協議
・睡眠教育ハンドブック、先行研究資料
・情報主任と連携し、保健体育部会での睡　眠教育の指導案の作成をし、先行的に授　業を実施した。

	演　習
協　議

	５時間
	睡眠教育の指導案を作成する。
	・瀬田北中高田教諭を交えて指導案を検討
　し、授業の進め方を協議する。
・授業者、保健体育科教員による協議。
・睡眠教育ハンドブック、先行研究資料に基づく教材研究
・瀬田北中高田教諭から助言を受け、保体　部会で指導案や授業の進め方について　検討した。

	演　習
協　議
	３時間
	睡眠の授業の先行実践を行い、事後検討会を実施する。
	・先行実践（１年）の指導案と授業展開について検討する。
・管理職、教務研究主任、研究主任、情報  教育主任、保健体育科教員を交えての研　究協議を行う。
・睡眠教育指導案の作成
・指導案における目的と学習過程について協議し、修正・変更を行った。

	研究授業

	３時間
	・睡眠教育公開授業
・参観および研究協議

	・伊藤教諭（１年２組）、中原教諭（３年５組）の公開授業の参観および研究協議
・市保健体育部会と共催で 滋賀大学の辻教授、市教育委員会の丹羽副参事を交えての研究協議。
・睡眠教育の授業実践の成果と課題や学校での活用について研究協議し、理解を深化させると共に今後の方向性を考えた。


(5)実施上の留意事項
　・睡眠の大切さを生徒が自分の生活と関連づけて
考えることができるように、１年生は「生活や
運動と睡眠」、３年生は「学習、受験と睡眠」と
いう観点から指導案を作成した。
　・生徒が科学的に睡眠の大切さを理解できるよう
にアンケート調査の結果の活用や脳の働きと睡
眠の関連性をわかりやすくするために、ＩＣＴ
を活用した。
(6)研修の評価方法、評価結果
　評価方法
　・研修後のアンケート
　評価結果
　・全員研修会や授業研究を通して、全職員が睡眠の大切さを再認識できる研修となった。
　　　・大津市の体育科教員の睡眠学習についての研修会の機会となった。今後、各学校での実践が期待できる。　　　
　　・参観者から得られた意見は以下のとおりである。
　　　第１学年
　　　　中学生は、成長ホルモン（身長が伸びる）に関心があるので、もう少し時間をかけてもよかった。内容が少し盛りだくさんだったのではないか。
　　　第３学年
　　　　私自身、今日の授業の内容で吸収させていただくことが多く、話のタネが増えました。パワーポイントを使って指導されているのがとてもよかったですが、字が小さくて見えづらかったのが残念です。勉強になりました。
・授業者の自己評価は以下のとおりである（５段階評価）。
第１学年　授業の満足度：５、生徒の睡眠の科学の理解度：４、
研修で得た知識の活用度：５、資料（教材・教具を含む）の有用度：５
第３学年　授業の満足度：４、生徒の睡眠の科学の理解度：４、
研修で得た知識の活用度：５、資料(記録集・支援ソフト)の有用度：５
(7)研修実施上の課題
　・今回の授業は、生徒にとって睡眠の意義や大切さを再認識するよい機会となったが、睡眠学習の理解を深めるために、基礎知識を学習する時間が必要となる。限られた時　間で、指導計画に組み入れる工夫が必要である。
　・生徒の発達段階に応じて活用する資料をいつでも自由に使えるようにする工夫が必要　である。
　・睡眠の学習の新しい名称をつくることにより、教職員の意識をより高めることができ　　るものと考えている。

Ⅲ 連携による研修についての考察
１．研修モデル校の教員による考察
＜高島モデル＞
(1)連携を推進・維持するための要点
　・大学、教育委員会、学校・園のそれぞれの役割を明確にし、見通しをもって具体的な研修計画を立てる必要がある。
　・特に教育委員会は、大学や学校・園とのパイプ役として連絡・調整を密に行う必要がある。
(2)連携により得られる利点
　・大学、教育委員会、学校・園の持つ特性を活かして研修を行うことができる。
　・それぞれの視点から睡眠教育に関する意見やアイデアを出し合うことができ、研修を深めることができる。
・園校それぞれが教材開発を進める中で、市教委担当職員が園校の情報を伝え合うことで、保幼小をつなげた教材を開発することができる。
(3)今後の課題
　・大学、教育委員会、校園の連絡・調整を十分に行うことができないことがあった。
・特に年度当初は、睡眠教育や研修に対する認識の差により、共通理解や意思疎通を図ることが困難なので、早期に理解を深めるための対策を講じる必要がある。
＜大津モデル＞
(1)小学校
　小学校中学年・高学年での実践を通して、中学校との連携を推進・維持するためには、次の点に留意してプログラムを進めていくことが求められる。
　まず、小学校の各学年段階で教えるべき内容を精選し、子どもに確実な睡眠についての知識の定着を図る必要がある。睡眠の学習では、前学年で取り扱った科学的知見をもとに、次の学年での活動が組織されているものがある。すべての子どもたちに確実に定着できるような内容にし、さらに指導方法を工夫することが必要となる。教師が知識を伝えるような一斉指導のスタイルだけでなく、できるだけ子ども自身の気づきや伝え合いをもとに、「わかった、できた」という気持ちを大切にすることが大切である。教師は、子どもたちの素直な反応を認めつつ、正しい科学的知見を伝え、肯定的な評価を繰り返し、子ども自身に「自分の睡眠を大切にしよう」という意識を高めていかなくてはならない。
　また、高学年・中学校と学年が進むにつれ、睡眠時間が短くなり、起床時に寝不足感が出てくることから、一度取り扱った内容を、次学年でも確認したり、学級指導で日常的に指導したり、長期休業前の指導と関連づけたり、スパイラルにあらゆる場面で総合的に指導していくことが望ましい。また、積極的に保護者や地域の方と共に学べる機会を設け、講演会や学校保健委員会などを通して、望ましい睡眠について周知を図っていくことが重要である。
　このような連携の結果、小学校ならびに中学校での実践は、必要な事項を適切な時期に学ぶことが徐々に増え、家庭や地域を基盤とした睡眠の教育が進んでいくことと考えられる。しかしながら、睡眠教育に取り組み始めた本年度、まだまだ学校全体で取り組むには至らず、指導内容や指導方法の精選が図られたとは言い難い。どの教員も学級で指導していけるように、指導内容の検討を続けていくこと、教材・教具を確実に準備していくこと、教員や保護者向けの研修をさらに深めることによって、改善がなされていくと考える。
(2)中学校
小学校との連携を推進・維持するためには、小学校で取り扱われた内容をもとに中学校ではさらに補充・発展させていく必要がある。しかし、現在の保健分野の指導内容をみると、そのほとんどが小学校の内容と重複しており、発展性がみられない。今回の中学校のプログラムにおいても、第１学年と第３学年で同じ内容を扱っているところがある。これらのことから、睡眠の教育内容を、小学校から中学校にかけて体系化する必要がある。そのためには、指導方法も含めて、それぞれの学年でのプログラムを固定化させて、縦断的（積み上げ的）に学習していく睡眠教育のカリキュラムを構築する必要がある。
　今年度初めて睡眠教育に取り組み、その必要性を実感することができた。特に、受験期を迎える中学２年生以降の生徒の睡眠の管理はとても重要となる。すべての教員が学級で指導できるように、睡眠に関する学習内容や指導方法の検討を続けていくことと、教材・教具の準備や教員・保護者向けの研修を深めていくことが求められる。
２．他の教育委員会に参考にしてもらいたいこと
・大学はこれまでの研究成果をもとにしてモデル開発をリードする立場にあるが、そのプランや内容を教育委員会および学校に押しつけないように留意すること、常に教職員の研修意欲が高まるように、研修の必要性や有効性、斬新性を強調するように心がけた。
　　　・受動的な研修ではなく、体験型・参加型の研修になるように、研修計画と内容を検討した。
・カリキュラム開発における研修効果の評価項目として、①研修の満足度、②教員の知識・技術の習得度、③知識・技術の活用度、④教員ならびに子どもの変容度を設定して評価した。④については１年間で評価するのは困難であるために、教育委員会と協力して継続的に観察していきたいと考えている。
・睡眠をテーマにすることによって、保・幼・小・中の一貫した研修プログラムの開発が可能となったこと、異なる校種の取り組みにふれることができたことが成果と考えられる。
・一方で、研修方法や研修効果については、校種によって違いがみられた。すなわち、保・幼では園全体をあげて研修に取り組み、その効果も教員全員に広がった。小学校では授業実践研修が学年による取り組みになったために、「睡眠の科学研修―教材開発研修―授業実践研修」の連続性はその学年に限定された。中学校では事業はじめに教科で取り組むことが決められたために、他教科の教員への広がりにやや課題が残された。学級担任による学級活動での実践研修など、より多くの教員が関わることのできる研修方法の工夫が必要である。
　
３．今後の連携協力 

　今回開発した睡眠教育プログラムおよび教材を、高島および大津市内の幼・小・中の多くの学校で実践できるよう配備する。必要に応じて、大学は講師を担当し、睡眠教育プログラムの解説と検証授業における成果と課題について説明する。
　次年度の事業として、睡眠教育の教材・教具の改善、睡眠教育教材の製作、睡眠教育教材や教具の配備、新しい地域での睡眠教育研修の実施などを進めるが、これらの事業が展開できれば研修カリキュラムはほぼ完成する。平成24年度以降については、大学が睡眠教育の研修をリードしなくても、教育委員会や学校が主体的に展開することが可能となる。さらに、多くの地域で研修が広がるように、教育委員会や学校をサポートするとともに、この研修カリキュラムが教員の指導力向上につながっているか、子どもの健全育成に効果を発揮しているかなど、研修の効果を検証していきたい。
４．今後期待される開発成果
　「大学（研究）―教育委員会（行政）―学校（実践）」の連携研修システムが、平成22年度にモデルとなった市の教育委員会を核として確立された。さらに「県教育委員会－市町教育委員会」の連携システムに組み入れることによって、研修カリキュラムがより強化され、広範囲に広がることが期待できる。
　また、１年次および２年次の取り組みから、睡眠教育の研修を校内外で推進する中核的な教員に対する研修プログラムと、子どもへの指導的立場の教員に対する研修プログラムが用意できる。
　さらに、小学校体育科（保健領域）における睡眠教育プログラムを再構成して、特別活動（学級活動）や総合的な学習の時間での指導が可能となるプログラムを開発することにより、地域や学校の実情に応じて睡眠の指導が展開できるようになる。
Ⅳ　その他
[キーワード]　睡眠、睡眠の教育、睡眠に関する指導、心身の健康に関する領域「健康」、体育科（保健領域）、保健体育科（保健分野）、教材開発
[人数規模]　Ｂ．11～20名（８校園における平均人数）
[研修日数]　Ｃ．４～10日（８校園における平均日数）
【問い合わせ先】
国立大学法人滋賀大学
TEL 0749-27-1005
睡眠教育研修モデルカリキュラムの


開発プログラム





子どもの睡眠の実態と課題の把握





睡眠の科学的知見の研修





睡眠学習プログラム・学習教材の開発研修





高　島モデル（幼・小連携）


北大路モデル（小・中連携）


石　山モデル（小・中連携）





睡眠の授業（保育）実践研修





カリキュラム開発に向けた連携体制





滋賀大学教育学部





発達段階別研修会





モデル（校区）別研修会





開発学校連携協議会





大津市教育委員会





小学校・中学校





高島市教育委員会





保育園・幼稚園・小学校
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